
TEL 0120-944-086    FAX 0120-331-859

 1.  直射日光・暖房機具などの高熱を避けてください。変色、変形することがあります。
 2.  埃や湿度の多いところには置かないでください。変色・変形・腐食することがあります。
 3.  水や飲料等をこぼした場合は、速やかに拭き取ってください。変色・変形することがあります。
 4.  屋外や水のかかるところでは使用しないでください。サビや破損を引き起こす原因となります。
 5.  ホワイトボード板面を、シンナー・ベンジン・石油・酸・みがき粉・タワシ・熱湯等で清掃すると変色や傷など、ホワイトボード板面を傷めます

ので避けてください。
 6.  ホワイトボード板面は、画鋲・釘・ボールペン等、金物で傷をつけますと修正不能となりますので、使用しないでください。
 7.  ホワイトボード板面にテープ・接着剤等の使用は避けてください。
 8.  ホワイトボード板面や縁材に固いものを落としたり、ぶつけたりしないでください。破損することがあります。
 9.  本機は水平を保つように設置してください。ガタツキのある状態で使用していると本機が変形し、破損やけがをすることがあります。
 10.  移動の際は、机や壁などの固いものにぶつけないようにしてください。机や壁面などが破損、変形することがあります。
 11.  乱暴な取扱や用途以外の使用はしないでください。故障や破損・事故の原因となります。
 12.  記入及び消去の際は専用マーカー及び専用イレーザーをご使用ください。
 13.  記入した文字等は長時間放置しないでください。消えにくくなることがあります。
 14.  油性マーカー・ペイントマーカー等で書きますと、消せなくなりますので、絶対に使用しないでください。
 15.  本機を第三者に貸すときは、取扱方法を十分に説明してください。

 1.  ホワイトボード板面の汚れは、堅く絞った濡れた布で拭いてください。ホワイトボード板面が汚れていると、マーカーが消えにくくなります。
 　　 汚れが著しい場合は、10倍以上に薄めた中性洗剤で拭き落とした後、洗剤が残らないよう堅く絞った濡れた布で拭き取ってください。更に

乾いた柔らかい布で乾拭きしてください。
 2.  イレーザーを汚れたまま使用しますとホワイトボード板面が汚くなり、ホワイトボード板面の汚れが取りにくくなります。
   イレーザーの消去面が汚れてきたら、速やかに交換してください。イレーザーのスポンジはケースから外して回転して入れ替えることで４面

使用することができます。

　1．製品購入時の注意事項
購入当初は、化学物質の発散が多いことがあります。暫くの間は、換気や通気を十分に行うよう心掛けてください。
室内の換気が十分に行われないと室内化学物質濃度が高まり、健康に影響を及ぼすことがあります。

　2．温度や湿度の変化による換気の励行
　　室内が著しく高温多湿になる場合（温度28℃、相対湿度50％超が目安）には、窓を閉め切らないようにするか、強制換気を行ってください。

室内化学物質濃度が高まり、健康に影響を及ぼすことがあります。

　●添付の組立説明書にもとづいて、組立・設置をしてください。誤った組立・設置をすると、破損やけがをすることがあります。
　●本機を12度以上傾けないでください。転倒して破損やけがをすることがあります。
　●ホワイトボード板面を回転させる際、周囲に人や障害物がないことを確認してください。
　●使用中（ホワイトボード板面を回転させる時以外）、移動時は必ず板面ストッパーでホワイトボード板面を固定してください。
 破損やけがをすることがあります。
　●操作をする時には、手を可動部から離してください。可動部に手を挟まれてけがをすることがあります。
　●本機の上に重いものを置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがをすることがあります。
　●本機にぶらさがったり、寄りかかったりしないでください。倒れて破損やけがをすることがあります。
　●ぐらついた台の上や傾いたところに設置しないでください。倒れたり、落下してけがをすることがあります。
　●使用中は必ずキャスターのロックをかけてください。移動時は必ずキャスターのロックを解除してください。
　　破損やけがをすることがあります。
　●子供に操作させないでください。事故になりけがをすることがあります。
　●火のそばに近づけて設置しないでください。火災になることがあります。
　●各部のネジがゆるんだまま使用せず、増し締めしてください。破損や倒れてけがをすることがあります。
　●異常を発見したらそのまま使用せず、購入店にご相談ください。破損や本体が倒れてけがをすることがあります。
　●用途以外に台車等として使用しないでください。事故やけがをすることがあります。　
　●分解や改造をしないでください。破損やけがをすることがあります。
　●完全に組み上がっていない状態で使用しないでください。破損や倒れてけがをすることがあります。

警告

注意
　●廃棄する時は購入店にご相談ください。焼却すると有毒ガスが発生することがあります。

　3．ご使用上の注意

　2．健やかな空気質の確保のために換気励行のお願い

　1．安全のために必ずお守りください

　4．お手入れ方法

●キャスターロック機構の使用方法
ホワイトボード板面に向かって手前側と奥側1箇所づつのキャ
スターには車輪のロック機構がついています。
つまみをフリーの方向（上側）に倒すと車輪が回転するようにな
り、本機を移動することができます。
逆につまみをロック方向（下側）に倒すと車輪は固定されます。
※つまみの操作は必ず手で行ってください。

●本体の移動方法
キャスターのロック機構を必ずフリーにしてから矢印の方向に移
動させます。
（必ず板面ストッパーをかけた状態で移動させてください。）　

●テンプレートシートの取り付け方法
テンプレートシート（マグネット式）を上もしくは下フレームにあ
ててホワイトボード板面に取り付けてください。　

●ホワイトボード板面の回転方法（両面タイプ）
①板面ストッパーのねじを緩めて下にさげます。
②ホワイトボード板面を回転させます。
③ホワイトボード板面に板面ストッパーをかけ、ねじを締めて固
　定します。

　7．製品の仕様に関するお問い合わせ先
　本製品に関するお問い合わせは、各製品に貼付してあります商品表示シールの品番・製造番号をご確認の上、
ご購入店または下記のお問い合わせセンターにお寄せください。 

受付時間　月～金　9:00～17:30 （土・日・祝日、年末年始および当社指定の休日を除く）

　6．製品の保証について

　お使いの製品が取扱説明書、本体記載の注意ラベル等による正常なご使用状態のもとで不具合が発生した場合、
　下記保証期間をご参照の上、購入店または下記記載のお問い合わせセンターへご連絡ください。

　１．保証項目・期間
　　　保証期間は、社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）のガイドラインに準拠して、お買い上げの日から
　　　下記の年限とさせていただきます。

※保証項目は、日本国内においてのみ
　有効とさせていただきます。
※この期間は、通常の状態で使用され
　た場合を想定して定めたものですの
　で、24時間、年中無休での業務や、
　これに準ずる過酷な使われ方をする
　所での保証期間ではありません。　２．保証対象外

　　保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
　　・火災、天災による故障または破損。
　　・改造や不当な修理または使用者の責任に帰すると認められる故障または損傷。

●保証期間経過後の修理については有償とさせていただきます。

フリー

ロック
つまみ

外観・表面仕上げ
機械部・可動部
構造体

対象部位
塗装及び樹脂部分の変・退色、レザー・クロスの摩耗
引出し・スライド機械・扉の開閉・昇降機構の故障
強度・構造体による破損

不具合内容 保証期間
１年
２年
３年

5．ご使用方法

お問い合わせセンター／

パシャボの詳しい使い方は下記サイトまで。 
http://www.plus-vision.com

注意　PLUSのロゴマークは汚したり剥がしたりテンプレートシートで隠したりしないでください。
 スマートフォン対応機能が使えなくなります。

この度は｢スマホ対応ホワイトボード・パシャボ｣をお買い上げ頂きましてありがとうございます。ご使用の前にこの取扱説明書をお読みになり正
しくお使いください。お読みになった後も、大切に保管してください。

スマホ対応ホワイトボード・パシャボ 取扱説明書

ホワイトボードをパシャ！と撮って専用アプリで自動補正
ミーティング内容をそのまま議事録として活用できる！ 

34-4611-12A



組立ての際は、キャスター（2箇所）のス
トッパーをロックしてから作業してくだ
さい。
ロックをしていないと組立の際、脚が不
安定になり、けがをする原因になります。

　●組立及び設置は、必ず組立説明書（本紙）に基づいて行ってください。誤った組立はけがの原因となります。
　●組立前に、組立部材・組立部品をご確認ください。

　１．板面梱包・・・1組
　　　同梱品：ホワイトボード板面:1台、横補強バー（トレー付き）：1本、横補強バー:1本、テンプレートシート：1枚
　２．脚梱包・・・1組
　　　同梱品：T字脚（キャスター付き）:2脚、板面ストッパー:2個、パイプキャップ:2個、六角穴付ボルト（M5×30）:4個、
　　　スペーサー:4個、ネジキャップ：4個、六角レンチ:1個、マーカー（赤，黒）各1個、イレーザー：1個、
 テンプレートシート取扱説明書：1枚、取扱・組立説明書（本紙）:1枚

（1） ④T字脚の上部切り欠き部を内側に
向けてください。

（2） ②横補強バー（トレー付き）のネジ頭
を④T字脚のだるま形状の穴に差し
込み下にスライドさせ、④T字脚に引
っ掛けて⑩六角レンチ使って仮締め
します。

（3） 手順1のスペーサ付きボルトを⑩六
角レンチ使って仮締めします。

（4） 同様に④横補強バーを④T字脚に取
り付けてください。

（5） ④T字脚のゆがみを正して、8箇所の
ボルトを⑩六角レンチ使って本締め
します。

（6） ⑨ネジキャップを④T字脚のだるま
形状の穴に差し込み、下へスライドさ
せてから、下のネジ頭に押し付けます
（4箇所）。

（7） ④T字脚の支柱に、左右の⑤板面スト
ッパーをトレーに対して反対方向に
向けて差し込んでください。

 このとき、挟む部分を内側に向けてく
ださい。

組立ての前に、④T字脚のキャスターを
ロックしてください。

①ホワイトボード板面の回転軸の溝を、④T
字脚の支柱の切り欠きに差し込んでくださ
い。

④T字脚の支柱に⑥パイプキャップ
を差し込んでください。

必ず2人で作業をして
ください。
事故の原因になります。

⑤板面ストッパーを持ち上げて、ホワイトボード
板面の両側をはさみ込み、つまみを右回りに締
め込んでホワイトボード板面を固定します。

以上ですべての作業は終了です。
脚部の各ネジがしっかり締め付けられているか、ホワイトボード板面が脚に確実に取り付けられているか再度確認
してください。また、ご使用の前に裏面の取扱説明書をお読みになり正しくお使いください。

フリー

ロック
つまみ

組立の前に右図の様に⑧スペーサーに⑦
六角穴付きボルトを差し込んで、組立用の
ボルトを準備してください（4セット）。

■組立部材・部品一覧

■梱包一覧（１台/２梱包）

①ホワイトボード板面
1台

2脚

1本 1本 1枚

左右 各1個 2個 4個

4個 4個 1個 1個黒：1個、赤：1個

④T字脚（キャスター付き）

②横補強バー（トレー付き）

②横補強バー（トレー付き）

③横補強バー

⑤板面ストッパー ⑥パイプキャップ ⑦六角穴付きボルトM5×30

⑧スペーサー ⑨ネジキャップ ⑩六角レンチ マーカー イレーザー

テンプレートシート

１.脚部の組立

手順.1

手順.2

手順.3　T字脚（左右）に横補強バー（トレー付き）（上段）、横補強バー（下段）を取り付ける

手順.1

手順.2

手順.3

切り欠き
⑤板面ストッパー

切り欠きのない面

六角穴付ボルト
（手順1で組付け）

⑩六角レンチ

⑨六角レンチ
⑨ネジキャップ

⑤板面ストッパー

２.ホワイトボード板面の取り付け

ホワイトボード板面の回転軸

切り欠き

ホワイトボード
板面（裏面）

締め込む
つまみ

つまみ

⑥パイプキャップ

スマホ対応ホワイトボード・パシャボ 組立説明書
組立方法（必ず二人以上で作業してください。）

⑧スペーサー

⑦六角穴付きボルト 完成図

③横補強バー

④T字脚
　支柱

支柱支柱支柱

④T字脚

（2） （3） （6） （7）

支柱
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